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はじめに

　2019年には女性のセックス
ワーカーのHIV感染リスクは、一
般女性層より30倍も高くなって
います。

　2019年には、世界の成人の新
規HIV感染者の約8％が、す

べてのジェンダーのセックスワー
カーで占められていました（1）。

　懲罰的な法律や政策、慣行な
どを含む様々なかたちの構造的、
社会的なスティグマと差別が交
錯して深刻な不平等を生み出し、
セックスワーカーは自らの健康と
安全と福祉を守ることができなく
なっているのです。

　セックスワーカーとは、定期的

または時折、性的サービスの対価

に現金や商品を受け取る18歳以

上の女性、男性、トランスジェン

ダーの人たちのことです。セック

スワークが「公式」なものかどう

か、組織されているかどうかの度

合いは様々です。セックスワーク

は成人間の合意に基づくセックス

であること、数多くの形態がある

こと、その形態は国やコミュニティ

や地域によっても異なることに留

意する必要があります。

　不平等を解消し、人権と公衆

衛生を守り、促進するため、国は

HIVおよびセックスワークに対し、

エビデンスに配慮した対策を実施

すべきです。セックスワーカー主

導の組織との十分な協力関係の

もとで、HIVサービスへのアクセ

スを確保し、支援的な環境のもと

で実現可能な力を生み出し、構造

的な障壁を取り除くことがそうし

た対策に含まれます（2）。

　セックスワークをあらゆる側面で犯罪化の対象としないことが重要になりま

す。あらゆる側面とは、セックスワークの売買と管理、労働者保護の適用、セッ

クスワーカーに対する国家および民間機関による暴力からの保護、スティグマ

と差別の解消などです。



データ

　2019年には、世界全体で成人の新規

HIV感染者の約8％が、すべてのジェン

ダーのセックスワーカーで占められていまし

た（1）。データが得られた国の中では、HIV

陽性率はトランスジェンダーのセックスワー

カーの方がシスジェンダー（出生時に割り当

てられた性別と性自認が一致する）のセック

スワーカーよりも有意に高く、20倍以上高い

こともあります（3）。

　刑法、法執行業務、スティグマと差別によ

り、セックスワーカーが暴力を受けるリスク

が高くなっています。生涯に少なくとも1回は

暴行または虐待された経験がある成人の女

性セックスワーカーの割合は

45%から75%
に達しているのです（4）。

　人種差別、トランスフォビア、経済的な不

安、移住状況などの交錯する社会構造的

要因により、様々なグループのセックスワー

カーが暴力被害を受けやすくなっています

（5）。

2019年には、

セックスワーカーに
とって

30X
HIV感染リスクは
一般女性層より

30倍も高くなっています。

セックスワーカーの

32.8%
は自らのHIV感染を知らないで

います。

この数年に報告があった30カ国
のうち16カ国では、過去3カ月
間に少なくとも2つのHIV予防
サービスを利用できたと答えて
いる女性セックスワーカーは半
数にも達していません（1）。

　セックスワークをいかなる側面にせよ犯罪の対象とする法律のある国
が10％未満になる。

　スティグマや差別を受けたと報告するセックスワーカーが10％未満に
なる。

　セックスワーカーに対し否定的な態度を示す医療従事者や法執行官が
10％未満になる。

　セックスワーカーが虐待や差別を受けたときに報告し、救済を求められ
るメカニズムを欠いている国が10％未満になる。

　法的サービスを利用できないセックスワーカーが10％未満になる。

　身体的または性的暴力を受けるセックスワーカーが10％未満になる。
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人権を健康上の成果につなげる

　セックスワーカーの顧客を犯罪化の対象にすることもまた、
コンドームの入手と使用を妨げ、暴力の被害を受けやすくす
るなど、セックスワーカーの安全と健康に悪影響を与えること
が、繰り返し示されています（6–10）。いかなる側面であれ、
セックスワークを犯罪化することは、同じように公衆衛生を妨
げ、暴力被害を増やし、福祉に悪影響をもたらす結果になりま
す（6–9）。

　セックスワークを犯罪として扱うことは、セックスワーカーにとってHIV感染のリスク、および顧客や警察官、その他の第三者からの暴力

を受けるリスクをともに高めることになります。

　犯罪化は、効果的なHIV予防・治療・ケア・支援を含む

保健医療サービスの利用を妨げることが示されていま

す（7、8、11、12）。サハラ以南のアフリカ10カ国で

行われた調査によると、セックスワークを犯罪として

いる国では、部分的に合法化している国と比べ、セッ

クスワーカーのHIV陽性率が

7.17倍も高く
なっています（9）。

　セックスワーカーを合法的な労働者として認めないことは、他の労働者に提供さ

れる基本的な保健および社会的なセーフティネットを否定することになり、景気後

退とCOVID-19のロックダウンの際にはその影響がとりわけ大きくなります（13）。

COVID-19が流行している間に、嫌がらせと差別が拡大し、経済的支援からも除外され

ているとセックスワーカーは報告しています（1）。セックスワークの犯罪化が、生存や住

居、安全、プライバシーの確保、保健医療サービスの利用といった様々な権利の侵害を

もたらしているのです（14、15）。

セックスワークを非犯罪化すれば、

セックスワーカーと

その顧客のHIV感染を10年間で

33％から46％
回避できるとする

研究報告もあります（8）。



国際的な人権に関する義務、基準、
および勧告

　すべての人は、自由と安全、そして達成

可能な最高水準の健康を保障される権利

を有しています。エピデミックの際の治療と

予防、安全な労働条件、自らの体と性的指

向に関する自律などが、差別されることなく

保障されなければなりません。

　「リハビリテーションセンター」にセックスワーカーを拘留することも直ちに停止すべきです

（6、25）。

　女性差別撤廃委員会

（CEDAW）は、セックス

ワーカーに対する強制的

な検査について、人権侵害であり、HIV検

査を含め廃止しなければならないとして

います（26）。そうした検査ではなく、国は

セックスワーカー主導のアウトリーチ活動

を通し、受け入れ可能で利用しやすく、質

の高い統合型のHIVサービスが自発的に

受けられる機会を提供しなければならな

いのです（2、27）。

　 移 民を含むす べての

セックスワーカーには、安

全な労働条件のもとで働

き、労働者としての保護を

受ける権利があります（6、36、38）。セッ

クスワーカーは社会的保護と経済支援制

度の対象に含まれるべきです（39）。

　国は法律の改正や制定を含め、セック

スワーカーに対するスティグマと差別を

解消するための行動をとらなければなり

ません（18、35–37）。

　国には、平等と無差別の原則に沿って、HIVサービスおよ

び性と生殖に関する健康サービスを利用できるようにする

義務があります。セックスワーカーを対象にした予防サービ

スなど、HIVサービスのアクセスの改善もその中に含まれ

ます（2、12、28–33）。セックスワーカーの健康と人権に特

別な注意を払うようCEDAWはさらに求めています（34）。

　国家は、セックスワーカーに対するすべての暴力行為を防止、調査、起訴、および処罰するた

めに、法的、行政的、社会的、経済的、その他の必要な措置をとる必要があります。国家による

暴力か、個人による暴力かにかかわらず、被害者には確実に賠償をしなければなりません（22、

37、40）。法執行官は、セックスワーカーに対する義務、および暴力からの保護について研修を

受けなければなりません（20、36）。国は、法制定の際にセックスワークと人身売買を混同する

ことがないよう気を付けなければなりません。この点を混同すると、セックスワーカーや人身売

買被害者が自らの権利を実現するのを助けることができず、最悪の場合、暴力や抑圧につなが

る不適切な対応につながってしまうからです（40）。国は、すべての法施行や政策、プログラム

の実施に際し、多様なセックスワーカーが意味のあるかたちで関与できるようにする必要があり

ます。

　各国はセックスワーカーとその顧客に対する行政処分その他の措置や無登録

のセックスワーカーに罰則を課すライセンス制度を含め、セックスワーカーを直接

的、間接的に犯罪化の対象とすることをやめなければなりません。国際人権機関と

専門家、国連（UN）機関はこのことを明確に示しています（2、6、12、16–24）。



詳しくは以下で

　この政策解説は、セックスワークと人権、HIVについて参考にしてもらうためにUNAIDSが作成しました。対象課題に関連する提言と方針が網羅

されているわけではありません。 詳細については上記の主要情報源を参照してください。




